















この論文で扱う ｢メディア実践系｣ 科目とは, 甲南
大学文学部社会学科 (以下, ｢社会学科｣ とのみ省略
する場合がある) のカリキュラム2) において, ｢メディ
アコミュニケーションと表現｣ 領域 (後述) に含まれ
る科目のうち, 動画や音声を用いた作品制作を行って
いる ｢創作過程論｣ ｢メディア文化論｣ (以上２年次配














を重視し, ｢理論｣ (社会を読み解く力), ｢実践｣ (実







学科の理念を反映し, 問いを見つけ (企画), 情報を
集め (調査), 他者に伝える (制作・発信) という一
連のプロセスを学生が主体となって行うが, 最終的な
成果の形は, いわゆる紙ベースの ｢論文｣ とは限らず,
多様なメディアを利用した作品制作と発信に重点をお





当者である松川恭子, 辻野理花, 西川麦子が, ｢『メデ





























西 川 麦 子
群｣, ３年次配当科目を ｢発展科目群｣ として段階的
に配置している。また, ２年次以降の応用・発展科目
を, 2009年度より, 応用領域として５領域 (｢ライフ










は, 2014年度から松川が ｢創作過程論｣ を, 2012年度
から西川が ｢メディア文化論｣ を, 2012年度から辻野
が ｢発展研究Ｆ (メディアコミュニケーションと表現)｣



































竹田京二氏 (当時, 京都市視聴覚センター) に非常勤
講師を依頼し, ｢カルチャー領域特論Ⅰ｣ (当時の社会
学科専門科目の選択科目, ３年次配当, 後の ｢発展研





研究Ｃ) ｢文化研究における映像と音 (声) 利用の可
能性：大学教育現場への適用を前提として｣ (2004年




















２ フィールドワークと ｢メディア｣ ―
他者に伝えて学ぶ
2014年３月に森田が甲南大学を定年退職する前後の
年から, ｢創作過程論｣ ｢メディア文化論｣ ｢発展研究
Ｆ｣ において, 映像制作を含む, 多様なメディアを利
用した実習が行われるようになった。これらの科目を
担当した松川, 西川, 辻野は, いずれも文化人類学を
専門とし, 日本をはじめ, インド, クウェート, バン
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は, 日本でも海外においても, 調査者は, そこで出会

















｢創作過程論｣ (２年次配当) は, 松川が2014年度
から担当し, インドでのフィールドワークをとおして,
現地の研究パートナーと協働して日印間で実践してき
た ｢Digital Storytelling (DST)｣ の方法論を地域活動
や大学教育に取り入れている (松川2012)｡ ｢創作過程
論｣ におけるデジタル・ストーリーテリングの実践の
詳細は, 次の ｢実践編｣ で詳しく述べるが, この授業
























し, また HCMの運営, 動画制作, 配信に中心的に関




｢日本｣ や ｢地域｣ を捉えなおす機会となる。
学部教育での映像制作については, 先述した ｢カル






















アにおいて身近な暮らしを ｢他者 (地域や海外) へ伝
える｣ という営みをとおして, 自分がいる社会や文化
や時代を見直す。この科目では, とくに, グループワー





西川 麦子：｢メディア実践系｣ 授業の作り方 (総論) 97
材の依頼, 交渉を行い, 学外で撮影を実施し, 作品に
仕上げ, 地域の人々を招いた上映会を行う。2014年度
から2017年度の時間割では, ２年生前期に ｢創作過程
論｣, 後期に ｢メディア文化論｣, ３年生前期に ｢発展
















のなかで, メディア機器 (ノートパソコン, デジタル







調査準備室 (企画, 調査), 情報処理室 (統計解析,



















る｡ ｢メディア文化論｣ は, 文学部の他学科からも受
講できるが, グループワークに適したアクティブ・ラー
ニング用の教室の収容人数にあわせて, 70名程度を上










クによる企画, 調査), ③番組制作・発信 (グループ











切である。また, 放送や配信する際には, 学外 (海外)
とインターネットで接続して生放送の番組を制作する





























ニングは, 授業を提供するうえでの関係者 (専任, 嘱
託の教職員, 授業サポートの学生) の学び合いを意味
している。大学の ｢授業｣ は, 科目担当教員と, さま
ざまな専門, 技能, 役割をもつ教職員, 学生との協働
のうえに成り立つ。メディア実践系科目のように, 学
内外での実習や作品制作, 発信をともなう授業ではと





























たとえば, ３でふれた ｢メディア文化論｣ の場合,
実際にラジオ番組を制作・放送する際に, 授業で使う



















ような授業の ｢コンテンツ｣ (授業の目的, 構成, 方
法, 成果の形, 評価など) だけでなく, これを実施す
るためには, ｢物理的空間｣ (クラス規模, 目的, 工程














を具体的に知る機会は少ない｡ ｢授業作り｣ とは, 教
室という教育の現場とそれを支える異なる部署間の連































































































































































































みの全体が, 学生にとっても, 他者との ｢対話力｣ や
｢表現力｣ を培う土壌となっているのではないか｡
｢総論｣ に続き, ｢実践編｣ では, メディア実践系
科目の ｢伝えて学ぶメディア実践｣ を取り入れた授業












1) 甲南大学文学部は, ５学科 (日本語日本文学科, 英














過程論｣ ｢メディア文化論｣ ｢発展研究Ｆ｣ をまとめて,
メディア実践系科目と呼ぶようになった。なお, ｢メ
ディアコミュニケーションと表現｣ 領域には, 2017年









野が ｢『メディア実践系』 授業の作り方 (実践編)｣ の
３で詳しく述べている。
7) 2002年度から2007年度のあいだに, 松井やより氏
(ジャーナリスト, 故人), 坂上香氏 (ドキュメンタリー
映画監督), 野中章弘氏 (ジャーナリスト, アジアプ
レス・インターナショナル), 小林美香氏 (写真研究
者) らが, ｢メディア文化論｣ ｢映像文化論｣ などの科
目を担当した。
8) ４年間にわたる共同研究には, 当時, 甲南大学に在




















する実践的研究｣ を得て, アメリカ, イギリス, 日本
におけるフィールドワークとメディア実践を継続して
いる。
10) 西川 (2012, 2013, 2014, 2016), HARUKANA
SHOW ウェブサイトを参照。
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12) ｢ピアラーニングについて考える勉強会｣ の2016年
９月から2018年１月の内容を以下に示す。
13) ピアラン勉強会連絡委員会 ｢2016年度 『ピアラーニ
ングについて考える勉強会』 レポート｣ では, 勉強会
での議論の内容を５項目にまとめている。①異なる科
目間の情報交換, 有機的連携, ②グループワークなど
の実習方法, ③学内外の発信, 公開の問題, ④機材,
設備, 技術的な問題, 相談窓口, 部署間の連携, ⑤学
科, 学部, 部署間, 専任, 嘱託スタッフ間のコミュニ
ケーション。
14) 甲南 Ch, 2017.6.19 ｢先輩の 『甲南社学ストーリー』
から学ぶ 文学部社会学科１年生配当 『社会調査基
礎演習Ⅰ』 の紹介｣








に｣ 森田編著, 2008, pp. 2736
西川麦子
・2006 ｢社会調査に関するデジタル・コンテンツ教材開






『甲南大学紀要文学編』 No. 162, pp. 5168
・2013 ｢運動としてのコミュニティメディア：アメリカ,
イリノイ州, WRFU-LPとグローカルなネットワーク｣
『甲南大学紀要文学編』 No. 163, pp. 133152
・2014 ｢地域の多様性をつなぐメディア実践：アメリカ,
イリノイ州, アーバナ・シャンペーンのメディア表現
者たち｣ 『甲南大学紀要文学編』 No. 164, pp. 113132
・2016 ｢アクションリサーチ法｣ 工藤保則, 寺岡伸悟,
宮垣元編 『質的調査の方法：都市・文化・メディアの
感じ方』 第２版, 法律文化社, pp. 144155
・2017 ｢現代のコミュニケーション・ツールとしての
ZINE：顔が見える他者を引き寄せるメディア｣ 『甲南
大学紀要文学編』 No. 167, pp. 5166
松川恭子
・2012 ｢デジタル・ストーリーテリング (DST) を利用
した地域文化の理解・発信に向けて：奈良の事例を中
心として｣ 『総合研究所所報』 vol. 20, pp. 4562
森田三郎編著










・甲南 Ch. 社会学科： http://ch.konan-u.ac.jp/faculty/
letters-sociology.html
・甲南 Ch., 2017.6.19 ｢先輩の 『甲南社学ストーリー』
から学ぶ 文学部社会学科１年生配当 『社会調査基
礎演習Ⅰ』 の紹介｣ http://ch.konan-u.ac.jp/news/580
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